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画像情報システムFIVISの紹介(1)

FIVIS　のハードウェア/ソフトウェア

事　　　　　　　事　　　　　　　事事　　　　　　事t暮

河津秀利,耕地　定.菅埼直弘,桜井尚子
1,はじめに

ここ2-3年の間の家庭用VTRの急瀬な普及.衛星放送の開始.ハイビジョン'TVの実用化促

進等から考えると　　Vi s u al ''に対する人々の関心は急速に高くなってきている.また.そ

のような　VISION　の波及に呼応して従来の単なる数字や文字の淫列だったデータをコンピュータで

大量に処理し.さらにそれを　vrsuAL　な形でアウトプットしようという試みがさかんになされ始め

ている.このような時代のニーズにこたえて大規模画像データを迅速に解析処理し,いろいろな手

法に従って視覚化する画像情報システムが富士通㈱で開発され. 62年　8月に九州大学大型計算後セ

ンター(以降当センターと呼ぶ)に導入された.この新しい処理系は　FIVIS (Fjitsu Integrated

Visual Information System)と称され. CV(Computer Vision)及びCG(Computer Graphics)の

双方を実現するトータルなシステムである. FIVIS　の画像制御装置は当センターのホストコンピュ

ータM780/20　にチャネル結合され,画像転送の高速化を実現している.またベクトルプロセッサ

VP200　によって処理された計算結果を高速に　display-out　または　print-Out　することができる

ので従来のシステムの処理能力では考えられなかった高速多重処理を可能にしている(FIVIS　は最

大16MBの画像メモI)が使用可能である) .この解説においてはFIVISの相介シT)-ズ(1)としてまず

このシステムのハードウェア構成,ソフトウェア構成の概略を税明し.シT)-ズ(2)以降からソフト

ウェアごとの詳細な使用方法を順次解税していくことにする.

2.ハードウェア

FI VI Sのハードウェアは　FACOM6510　画像処理サブシステムと呼ばれ.ホストコンピュータ

と接続された画像制御装置にディスプレイ.イメージプT)ンタ.カラーイメージスキャナの各入出

力装置が接椀されている.図1にハードウェア構成を示す.

2. 1　画像制御装置

FACOM6510　画像情報サブシステムの中心に放置付けられる.ホストコンピュータとのデー

タ転送と,接続されている客入出力装置の制御を行う.利用者が自由に使用で専る1 6Mパイ
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図1　ハードウェア構成

トの画像メモT)と表1に示す客種処理機能の他に.拡張画像演昇機構の搭載により表2の画像

mm田&33El

表l　画像処理故能

田旧日間　mmammam&l

斜体,回転)

扇田memse酌fmsmmtms,

ベクトル発生(線種　5種)

円弧発生

塗りつぶし

文字発生(J E F, EBCDI C)

表2　拡張画像渡算故能

2. 2　ディスプレイ装置

20インチのC RT (有効表示領域: 340m×270州)に,画像データを横1280×縦1024画

素で表示する.画素当たりのビット数は24ビット(R詛G・B各8ビット)で,約1 600

万色を表示することができる.表示メモI)の他に4枚のオーバレイプレーンを持っており, 1

枚はタブレットからの手書き入力専用として使用し.残りの3枚は主に図形や文字を画像に重

ね合わせて表示するために使用される.表示している画像を2. 4,　倍に拡大する機能と,
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画像情報システムFIVISの紹介(DFIVISのハードウェア/ソフトウェア

スクロールできるローム機能があり,タブレットからは座標入力.手書き入力ができる.

2. 3　プリンタ装置

画像制御装置の画像メモT)内にあるこせ画像データをモノクロで出力する. A4またはB4

のカット紙に240ドット/インチの密度で出力される.

2. 4　カラーイメージスキャナ装置

A3判からA7判相当の範閏を. 2000×3000画素. 256の濃淡階欄(8ビット)で沈み取

る.読み取った画像はビューフ7インダ(モノクロ)に表示され.それを見なから菌俊の大尊

さ.位匿,フ*-カスなどを操作できる.カラー画像はフィルタの自動切替えによって統み取

・られる.ドラムスキャナのように原稿を巻き付けて読み取る方式ではないので.耳みのある原

稿の入力も可能である.

2. 5　カラーハードコピー装置

ディスプレイ装置に表示されている画像をA4版に印刷するカラーのハードコピー真澄であ

る.ディザ法や面鏡階鋼法などのマルチカラーモードの選択により.最大49 12色が表現で

きる.

3.ソフトウェア

図2にソフトウェア構成を示す.

3. 1  I P EX (Image Processing EXpert system)

主として画像データの入出力.画像処理・画像解析.あるいは画像処理・画像解析アルゴリ

ズムの開発に使用することを目的としたシステムである. 3種類のユーザインタフェースを持

つ会話処理部とF ORTR AN77からCAL Lできる画像処理サブルーチンライプラI)によ

り.初心者からI P E Xを使い慣れた画像処理の専門家まで.広範囲の利用者を対象に作られ

たシステムである.

3. 2　PROSI DU ( PROcessing System for Image Data II)

l)モートセンシング画像データを処理するためのシステムである.ジョブ制御文の自動生成

により,画像データの入力.処理,出力をすべて会轟型で行うことができる.

3. 3　VI P L (Visual Information Processing Library )

FACOM6510　サブシステムの--ドウェア故能を. FORTRAN77プログラムから使用

できるようにした,画像処理用サブルーチンライブラリである.

3. 4　CGMS (Co叩uter Graphics and Movie System)

計算機が出力する膨大な丑の教色データを,図形化・イメージ化するためのシステムである.
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解　　　　説

図2　ソフトウェア構成

y-f (x)のような怖単なグラフ作成からQ-f (x, y. z)のような3次元致せデータ

の解析表示を,会轟型(コマンド)または作画プログラム(サブルーチンライプラ1日　によっ

て行うことができる. CGMSはFI VI Sのディスプレイ装置だけではなく, F6242.

F6683などのグラフィックス・ディスプレイ,ソニー・テクトロニクス社製T40 1 0シ

IJ-ズ・グラフィックス・ディスプレイ. NL Pなどにも出力することができる.

4.おわりに

以上FIVISのシステム構成を紹介した.カラー--ドコピー装置は　63　年　3月に導入したもので

ある.これは通常のプl)ンタ一紙の他に　OHPシートにも　print-out　が可能である.印刷精度とし

ては写真より劣るが,手軽に　OHP架料の作成ができるので便利である.
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